新春知事対談（福井テレビ）
　このページは、令和２年１月３日（金）に福井テレビで放送された新春知事対談番組の内容をまとめたものです。
　番組では、都内で活動されている“プレゼンの達人”と杉本知事が、福井の魅力とそれをどう発信していくかなどについて語り合いました。
　ゲストは、鯖江市出身で書家・プレゼンテーションクリエイターの株式会社固（かたまり） 代表取締役 前田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かま),鎌)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(り),利)さんです。
（県外から見た福井について）
【司会】　　
福井県といえば幸福度日本一ですよね。前田さんは大学に進学されて以来、東京で生活されているそうですが、県外から見た、東京から見た福井をどのようにご覧になっていますか。
【前田】　　
福井にいたときよりも東京の生活が長くなってしまったのですが、東京はとても情報が多いので、自分で意識していないとキャッチしづらくなってきていると思います。
なるべくアンテナを立てて、「今、福井ではこういう動きなんだな」と情報を取りにいっています。

【司会】　　
県外に出てから、福井の良さを感じることはありましたか。

【前田】　　
　離れたからこそ戻りたい。自然や地元の食べ物など、なかなか東京では手に入らないときも多かったです。最近はショップができ、手に入るものも増え、地元の食べ物を食べに行く、福井の情報を取りに行こうと思うようになりました。

【司会】　　
知事、福井県は今、大きな変化の時期を迎えていますよね。
【知事】　　
そうですね。私はよく「１００年に一度のチャンス」と言っていますが、十数年のうちに福井県は大きく変わると思います。３年３か月後に北陸新幹線が福井・敦賀までつながると、福井駅前はまだ計画段階なので見えませんが、建物が建つと、たくさんの人が来てお金を落としてくれる。いろいろなお店ができて、魅力もあるので人が集まる。県民の皆さんもそこで楽しめるようになります。
また、その後大阪までつながると、小浜と京都が１９分で結ばれる。京都までが至近距離になるので、関西の人が小浜に移り住むようになる。
大きくこれから変わると思います。

【司会】　　
県では、このチャンスを最大限に生かすための取り組みを進めていますね。
【知事】　　
　今は２０年後の２０４０年を一つのターゲットとして、“長期ビジョン”をつくっています。県民の皆さんや若い方、お年を召された方、女性のほか、いろいろな職業の方にもご意見をいただいています。それから、いろいろな世代の皆さんを対象にワークショップを開いたり、いろいろな職業、団体の方にもお話を聞いたり、それぞれの業界の第一人者を招いたセミナーを開いています。
　また、県民の皆さんにアンケートを行い、「福井の良さはどうですか」、「これからどうしたいですか」と聞いています。このようなことを行いながら、今年中には、２０４０年の福井の姿をつくっていきたいと思います。

【司会】　　
その２０４０年の福井県の姿ということなのですが、こちらをご覧ください。世代別のワークショップを開催したときに、参加者の皆さんが作成した２０４０年の未来地図を用意しました。いろいろな意見が出ていますが、前田さんはご覧になっていかがですか。
【前田】　　
　これすごくおもしろかったです。いろいろある中で気になったのは、“関係人口を増やす”というところですね。関係人口や交流人口と言うのですが、福井と関わりがある方々をたくさん増やしていく。まさに、交通インフラが整ってくると多くの方が来やすくなり、かつ関わりが増えてくると愛着が出ると思います。
　東京にいて、いろいろなポスターやＣＭだけを見ても、他との差別化がよく分からないので、未来地図を見て、タッチできることはすごくいいなと思いました。
【知事】　　
関係人口は本当に大事だと思います。今までは「移り住んでください。」、「何々しに来ませんか。」とこちらからいくのですが、こちらの様子を「楽しそうにしている。」、「こんなにおもしろいことができるんだ。」というところを見せていると、心に刺されば自然に人が寄ってくるんです。つながりを増やしていくことが、最近の新しい方向だなと感じています。
（“ふくいらしさ”とは何か）

【司会】　　
前田さんにとって“ふくいらしさ”とはどのようなことだと思いますか。
【前田】　　
例えば今日、スタジオに来るまでもそうなのですが、その道中の電車の風景です。いろいろなところに行ってもそこでしか見られない風景がすごく多い。自然など特定のものよりも、移動する時間の中で見える風景に“ふくいらしさ”がすごくあるなと思います。冬になれば雪景色、夏になれば水田に水が張られていますし、そういう風景がここでしか見られないものだと思います。そこにいる人たちとの触れ合いが大事だと思います。
【司会】　　
なるほど。知事は就任以降、福井の“今”を知るために、積極的に現場に足を運んでいらっしゃいますよね。
【知事】　　
“徹底現場主義”といって、行政の課題を見つけるため、様々なところに足を運んでいます。例えば、嶺南に行くと県庁が遠いと感じます。私たちは日頃、福井市から嶺南を見ていますが、嶺南から県庁を見ると、何が嶺南にとって大事なのかがよく分かります。それならば、自分がそこに身を置いて、課題を見て、見つけたら解決する。それが行政の役割だということで、“徹底現場主義”と言っています。
また、“現場でトーク”や“微住”を行いました。おおい町で短期間生活しましたが、普段の生活で会う方は、大体年齢的に私より年上で、女性の方は極端に少ないです。そのため、わざと若い方に会いに行ったり、地元で一生懸命に農業をやっている若い方や女性に会っています。これをしないと、社会のバランスに合わなくなってくるんです。
そういう意味では、“徹底現場主義”は、今を知ることにもなるし、自分に足りないことを知ることにもなるので、とてもいいなと思って続けています。
（魅力発信の方法について）
【司会】　　
福井県のことを発信していくためには、プレゼンは大事になってきます。
プレゼンテーションクリエイターとして培ってきたノウハウの中で魅力発信に活用できることはありますか。

【前田】　　
皆さんそれぞれいろいろ思っているところがあると思います。ただ、思っているだけでなく、伝えなければ相手に伝わっていかないので、まずは伝えることをやってみること。　もうひとつは、しっかり自分と向き合うこと。向き合っていないと、自分の中にあるものしか届かないので、何かしら情報や知識だけ並べても伝わりません。しっかりと自分の“心の声”を届けることが大事だと思います。
【司会】　　
知事、今のお話を聞いていかがですか。
【知事】　　
そのとおりだと思いますね。以前、前田さんの番組を拝見したときに、「紙に書いてあるものをいくら読んでも相手には伝わらない。自分の気持ちを言葉にして伝えないといけない」と話されていて、その通りだなど思いました。先ほど未来地図を拝見しましたが、私もこの現場で若い人と話しました。本人たちは、「まず自分たちが福井のことを知ろうよ。」、「知ったらＳＮＳなどを含めてみんなに話そうよ。」と話していました。やはり感じたうえで自分の言葉で発信する。「ここがよかったよ。」とその切り取り方を見て、「それはおもしろいよね。」というように、福井の良さを分かってもらえるようになるのではないかと思います。
（県民一人ひとりができる魅力発信について）
【司会】　　
一人ひとりが発信していくことということなのですが、前田さんは県民一人ひとりが魅力を発信していくためにどのようなことができると思いますか。
【前田】　　
アイデアはたくさんあると思います。福井の方も７０万人以上いますから、１人３個出すだけでも２００万個以上のアイデアがすぐに集まる。その中でとにかく良いアイデア、おもしろいアイデアを、マジョリティーではなく、少数の意見でも良いものをどんどん出していただき、それを外の方に体験してもらうと、福井の良さがもっと伝わっていく。外の目はすごく大事だと思いますので、そういう形で広がっていくと、活動はみんなのものになっていくのではないかなと思います。
【司会】　　
県民の皆さん一人ひとりがアイデアを出していく、チャレンジしていくことに期待したいですね。
【知事】　　
全くその通りで、その時にひとつあるのは、福井には限らないのですけれど、つい自分のことを話してしまうのです。「ああしたい、こうしたい、だからこうするんだ。」と話をしてしまうのです。この間の番組を見ていたときに、すぐ“福井”という言葉を出す、「福井に来てください。」と話しをする、逆効果だという話がありました。「福井は良い。」ではなく、福井の良いところを語る。それを私たちが日頃からしていると相手の人が分かってくれて交流もできる。いろいろな形で福井のために盛り上がる社会になると聞いて、その通りだなと思いました。
（今年の抱負について）
【司会】　　
最後に今年の抱負をお話し頂きたいと思います。前田さんは書家としてもご活躍されていますので、色紙に揮毫していただきました。
【前田】　　
拡大の“拡”で“拡がる”。オリンピック・パラリンピックが今年ありますけれども、より世界に広がり拡大したい。福井とのつながりももっと広げていきたいという思いも込めて、“拡”と“拡がる”という字にしました。
【司会】　　
知事、福井県にとっては、今年はどんな１年にしたいですか。
【知事】　　
この“拡”という字を聞いて、とてもいいなと思いましたので、ぜひこの“拡”で行きたいと決めました。
やはり、ひとつのゴールは北陸新幹線福井・敦賀の開業だと思います。その大きな目標に向かって、福井を盛り上げ、発信していく、これが大事だと思います。そのために、例えばインバウンドを広げる、それから、つながりを広げていくことも大事ですし、若い方が福井の良さを拡散していく。そういう“拡”という字にもつながるわけで、文字そのものに広がりがある良い言葉だなと思います。
　これから行政として、どんどん可能性を広げて、大きなまちづくりなどを将来につなげていく。このような１年をつくっていきたいと思っています。
【司会】　　
　一人ひとりがまず発信して、そして県全体として福井県を盛り上げていけるようになるといいですね。
　杉本知事、そして、前田さん、どうもありがとうございました。
【２人】
　ありがとうございました。

──　了　──
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